






はじめに

 近年の極端な異常気象や地殻変動は世界中で
  猛暑、少雨、大雨、台風・・・
  地震、火山噴火、津波・・・

 これらがすべて災害につながるのではなく、人の生活場に
何らかの被害を出してはじめて災害が発生したことになる

 結果としての災害の規模は、原因となった自然現象の規模と
必ずしも比例しない

 自然現象を前に人間がどのように対応するかで、
結果としての災害の規模は大きくも小さくもなる

先日、ポンペイの遺跡を訪問しました

 西暦62年2月5日のポンペイ地震で大被害を受けていた
 西暦79年8月24日以降のヴェスヴィアス火山の大噴火活動によって、ポンペイ
のまち全体が火山灰や火砕流によって埋もれてしまった

 最初の噴火から火山灰が降り続いていたが、約12時間後に発生した火砕流に
も襲われる。約2万の人々の多くは噴火後すぐにローマに向けて避難したが、
逃げ遅れて埋もれてしまった人々が約2千人もいたとされる (出典：ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱ)

西暦1700年代半ば頃になってようやく発掘が始まり、発掘作業は現在なお続けられている。
固まった火山灰の中からは貴重な街並み・建造物・絵画などが、当時の生活・文化などもよく
わかる形で掘り出され、さらに、空洞に石膏を流し込んでできた石膏像から人々が逃げる間も
なく火山噴出物に閉じ込められたことが想像できる。(2025.11.01. 撮影)

近年の極端な異常気象や地殻変動による

災害からいかに命を守るか？
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浅間山の天明大噴火(天明3年(1783年))

ポンペイと同じような事例は、浅間山の大噴火によって群馬県
鎌原村(現、嬬恋村大字鎌原)でも起きている。

噴火活動は約90日間続き、鎌原村は火砕流や土石なだれや
泥流等によってほぼ壊滅、村の人口の8割超にあたる477人が
死亡、生存者は高所の鎌原観音堂に避難していた住民ら93人
といわれている。鎌原観音堂の石段の途中で2体の女性の白骨
遺体が発見され、後の調査により、一人がもう一人を背負って
避難していたものと見られている。 (出典：ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱ)
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宮島白糸川土石流源頭部崩壊地周辺

崩壊地の上縁部には平坦な地形が
見られる。大正時代のｹｰﾌﾞﾙｶｰの
関連工事跡地だったようである。

平坦地があり、
その奥には

水たまりもあった

崩壊地奥も
凹地形である

前年2004年の台風18号の暴風雨により、地盤が緩んでいた可能性あり

(2006年4月13日撮影) (2006年4月13日撮影)

昔の人も

災害の起きやすい環境、災害になりやすい環境を
できるだけ作らないように配慮していた!?

 地名に残したり

 石碑で残したり

 古地図・古絵図で残したり

 代々、言い伝えとして残したり

 伝説や昔話として残したり

 木を伐るだけでなく植えることにも力を注いだり

 ここに住家を建てるな！などと戒めたり

2018年7月西日本豪雨で土石流による災害の
発生した広島市安芸区矢野東7丁目では

昭和44年度の復旧治山事業として治山堰堤が造られていたこの渓流名は「滑ヶ谷」だった！

2018.8.1.海堀撮影

2018年7月の西日本豪雨災害では、大災害の
経験が石碑等で示されていたところも多かった

広島市安芸区畑賀で、大正15年9月
11日に発生した水害の碑(「地域の砂防

情報アーカイブ」より) 広島市安芸区矢野で、明治42年4月に
建立された水害の碑(「地域の砂防情報
アーカイブ」より)

坂町小屋浦で、明治40年7月15日に
発生した水害の碑 (海堀撮影)

東広島でも枕崎台風(1945年9月17日来襲)の豪雨で土石流等の発生した谷でまた土石流が発生したとの住民証言あり

寛政８年(1796年)の山県郡下殿河内村周辺の災害

『山津波から生命を守るために 63.7.豪雨災害』より

寛政8年山県郡下殿河内村
洪水損所の古絵図(飯田泰司氏
所蔵)の一部(『集中豪雨を追う

－昭和63年7月加計、浜田災害－』
(中国新聞社編)裏表紙写真より引用)

山県郡加計町付近の太田川
沿いでは、当時の土石流災害
で63人(加計町41人、戸河内
町17人、筒賀村5人)が死亡し
477軒が流出した記録がある。
この豪雨の被害は広島城下
や浜田藩にも及び、広島藩
全体では死者169人、島根県
三隅町でも60～70人が死亡
と記録されている。(『広島県砂防
災害史』より引用)

蛇王池伝説の碑

2012.4.26.Google Earth画像(被災前) 2014.9.13.Google Earth画像(被災後)

「土砂災害ﾎﾟｰﾀﾙひろしま」の土砂災害危険箇所図
(「土砂災害危険箇所図」は2020年7月以降、見られなくなった)

安佐南区阿武山の南東側の被災前後の様子

蛇王池伝説の碑も建立されていた。

右のマップは、1999年の6.29広島災害後、  
いつでも誰でも見ることができる形で当時も
公表されていた。しかし、十分に認知されて
おらず、活かされなかった。
ただし、土砂災害防止法に基づく警戒区域
の指定や公表は、災害時は未完了だった。

危険認識ができなかった原因とされた

2014年8.20広島土砂災害において70人超の犠牲者が出た安佐南区

蛇王池伝説の碑
佐古憲作氏が2020年9月に『広島民俗』(第94号)に
投稿された「平成26年8月広島豪雨災害と香川勝雄の
大蛇退治について」で考察されており、これによると、

石碑の左面には、「天文元年壬辰二月二十七日八木村
阿生山字中迫に於て當村の勇士香川右衛門太夫勝雄
大蛇を退治す 其の首當地に落ちて隠れたと言ふ因っ
て蛇王池と梢す」と記載

享保2年(1717)に再編纂された「陰徳太平記」の中で、
香川勝雄による大蛇退治の話が書かれており、さらに、
昭和27年(1952)に地元八木出身の辻治光氏により
取り纏められた「黄鳥の笛」には辻氏が昭和8年(1933)
3月に古老から聞いた香川勝雄の伝記物語をもとに香
川勝雄について調べて書いたものがまとめられている

そうです。その中には、蛇王子、蛇王池、蛇落地、上楽
寺、上楽地などの地名の変遷に関する記載もあるよう
です。他に、かつての悪谷が足谷に変化しているなど。

天文元年(1532)の大蛇退治の頃に、このあたりで多くの土石流等の発生があったことが
小笠原ら(2015)により調べられています。

過去の災害からの教訓も大切に
(土砂災害の前兆現象)

土石流災害の前兆現象
・川水の濁りがひどくなる

・石礫がぶつかりながら流れる
大きな音がする

・木の根を洗うようなにおい、
くさい臭いがする

・豪雨にもかかわらず川の水が
少なくなる

・一時の間、静かになる

・体に響くような地ひびきや
ごう音がする 等

がけ崩れ災害の前兆現象
・ひび割れができる

・がけがはらみ出す

・湧き水が濁る

・水が噴き出してくる

・小石がパラパラと落ちてくる

・樹木の根の切れる音がする

等

気づいたときには活かせるように。ただし、わざわざ危険に近づかないように！

自然災害は自然現象そのものではない
(自然現象が人間の生活・活動の場におよんで何らかの被害を発生させて

はじめて自然災害となる)

自然災害の規模は原因となった自然現象の規模と
必ずしも比例するわけではない

(原因となる自然現象を前に人がどのように対応するかによって
結果としての災害の規模は大きくも小さくもなりうる)

防災とは自然現象そのものをなくすことではなく
それが大きな災害につながらないようにすること
(いのちを守る行為、災害前・発災時・災害後の復旧・復興までを含んだもの)

災害の規模は人の対応次第で変わる

自然に親しみ、異常時には前兆が感じ取れるように！



宮島にも多数の風倒木を発生させた

平成16年(2004)台風18号
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（財）日本気象協会作成の図より

広島での最大瞬間風速
60.2 m/s を記録

2004年台風18号を受けた宮島の状況
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(2004年12月4日撮影、紅葉谷川)
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中心付近の気圧: 970hPa; 最大風速: 35m/s; 強風半径: 650km 

（財）日本気象協会作成の図より

2005年台風14号は
過去に広島に大被害を出した台風と同様のコースで来襲

広島に土砂災害を発生させ始めた9月6日22時の位置。このときの

同様なコースの台風(例)
1991年台風19号

最大瞬間風速58.9m/s

2004年台風18号

最大瞬間風速60.2m/s

源頭部崩壊直下の白糸川本川

(すべて、2005.9.8.撮影)

土石流の流下に伴い、幅16m、深さ4m
程度で侵食された流路が形成された。
源頭部崩壊地や上の写真の流路の勾配
は比較的緩かったが、幕岩付近(左写真)の
遷急線からは急勾配の岩盤露出した滝状
地形になっていた。流路方向の海上には
朱色の鳥居が見える。
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えん堤を越えてなお破壊力が大きかった

(2005.9.8.撮影)

上の4枚は、土石流発生2日後の2005.9.8.撮影。土石流の先頭部にあった巨石が大聖院に飛び込みかけたが、
土石流の後続流はこの巨石に阻まれて流路がもとの河道側に曲げられたものと思われる。直下流部の建物には
泥しぶきが付いているが、巨石の直撃による大破壊は免れている。

(2009.8.20.撮影) (2019.6.1.撮影) (2022.6.26.撮影)

その後、巨石を活かした柵が設けられ、年月とともに次第に植生も育って行っている状況がわかる。
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大聖院入口近辺まで巨石混じりの土石流が流下

大聖院入口の橋梁に大量の土石が堆積

もうひとつの橋梁にも大量の流木が堆積 結果的に、土砂流のみが居住区へ流入

(すべて、2005.9.8.撮影)
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留学生を連れての紅葉谷庭園砂防の
見学では、雨が降り出したため、ﾌｪﾘｰ
待合所売店で傘を買ってあげた。
見てまわる間に紅葉の落ち葉が傘に
彩りを与えてくれ、雨降りにも関わらず
印象深い紅葉谷川見学となった。
(2006.11.18.撮影)

朱塗りの
鳥居

もし、大聖院横の砂防堰堤の上に、流木
止めの機能を有する橋を通し、右岸側から
左岸側に渡れるようにできたら、水通し付近
から海の方向に朱色の鳥居が見渡すことが
できるので、きっと多くの人に親しまれるよう
になるだろう。
砂防施設は危険なところに設置されるもの
であったとしても、人を寄せつけない施設で
はなく、紅葉谷川の庭園砂防施設のように、
防災機能を高めつつ、より魅力的な施設で
あってほしい。

紅葉谷川

白糸川
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大聖院横の砂防えん堤(当時)
多くの石礫・流木を止めている

(2005.9.8.撮影)


